
【講義名】 開発ものがたり 

【開講学期】 前学期後半(6/15～)毎週金曜日 7-8 限(15:05～16:35)  【単位数】1-0-0 

講義室：西 2 号館 W241 号室 

※"機械 3 専攻+情環"の学生のみが履修可能です。他専攻の学生は履修できません。 

【担当教員】 

連絡教員：因幡和晃 

非常勤講師：3 名 

【講義の目的】 

 企業などにおいて開発を担当されている講師の方に講義をお願いし，様々な体験や苦労話など

を見聞きすることで，知識や経験から具体的な製品を造り出す方法論のきっかけを見出す機会と

する。また，講義を通して自らのアイデアを練り，それを具現化するためのプロセスをレポートとし

て提出することで，開発という創造活動の入り口に立つことを体験する。 

【講義計画】 

 今年度は，3 名の非常勤講師の方々に御講義頂く予定です。初回 6/15 日はガイダンスなので，

必ず出席して下さい。 

 ６/１５ ガイダンス（世話教員：因幡） 

 ６/２２ 長谷川善幸 様 （JAXA） 

 ６/２９ 長谷川善幸 様 （JAXA） 

 ７/ ６ 吉田稔 様 （白山工業株式会社） 

 ７/１３ 吉田稔 様 （白山工業株式会社） 

 ７/１７（火曜） 春日知昭 様 （スピーシーズ株式会社） 

 ７/２０ 春日知昭 様 （スピーシーズ株式会社） 

【テキスト等】 

【関連科目・履修の条件等】 

 初回 6 月 15 日（金）は授業ガイダンスです．必ず出席すること。 

 10 分以上の遅刻は講義室への入室を認めません。 

 事前に携帯電話の電源を切っておくこと，着信音，"バイブレーション"をならした場合，退

出してもらう場合があります。 

 本講義の履修者は毎回出席することを原則とします。学会出席や病気などの理由で欠席

する場合は，事前に指導教員を通じて因幡まで (inaba@mech.titech.ac.jp）まで連絡するこ

と。ただし，当日の病気や怪我などについては 1 週間以内であれば，教務課を通じて事後

申告も可とします。学生から直接送られたメールは欠席の届け出としては扱わないので注

意して下さい。 

 毎回の感想文は配布した用紙を用いること。 

 同じ筆跡と判定された場合，双方を零点とします。 

 複数回にわたる無断欠席者は採点対象から外す可能性があります。 

 感想文，レポートは全て評価しています。内容が数行しかないなど常識的に問題のあるレ

ポートを提出している場合，平常点が加算されません。 

【成績評価】 

 出席（感想文）およびレポート＋最終企画書（期末レポート）による。 

【期末レポートについて】 

 期末レポートの詳細についてはガイダンスで説明します。 

【担当教員から一言】  

 大学では原理原則を多く学びますが，それらが実社会や現場でどのように生かされるのか，そ

の片鱗を感じ取って下さい。 


